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研究要旨 
長引く痛みに苛まされている患者は多く、痛みが生活の質の低下や就労困難、周囲への負担

などの要因になることから、本人、家族、社会ともに大きな損失になっている。このような痛
みが長引く要因には身体的な問題だけでなく心理的・社会的な要因が関与して病態の悪化につ
ながっていることが分かっている。そのため、このような複雑な痛みの診療には、多面的な病
態分析と多角的な治療が必要されると考えられ、諸外国では集学的な診療システムで患者の分
析・治療を行なう集学的痛みセンターが実用化されてきている。慢性の痛みを克服するために
は、適切な診断・治療がどのような痛みのタイプにどのような治療がより効果があるのかなど
について研究を進める必要があり、慢性に対して医療を適切に提供していくことが重要である。
そこで、「国民への広報や医療者の教育、診療に役立つツールの開発分科会」では、慢性痛に対
する治療の適正化を進めるため “慢性の痛み情報センター”ホームページを構築し、各痛みセ
ンターの診療内容、慢性痛の教育ビデオおよび痛みの用語など患者・市民が痛みに自身で対応
しやすくするためのコンテンツの配信システムを作成し、慢性痛診療体制やその成果の広報や
慢性痛の啓発をインターネットなどの媒体で行った。

 
Ａ．研究目的 
慢性疼痛は器質的な要因と心理・社会的な

要因が複合的に関わるため、従来の縦割り型
診療では改善させられないケースも多い。そ
のため、国民や医療者に慢性疼痛を学習・理
解してもらい、治療の窓口や対処の仕方など
が判るようにするための広報（ホームページ
やビデオ学習ツールの作成）に取り組むなど、
基盤となる事業を進めてきた。具体的には、
慢性疼痛は器質的な問題のみならず精神心理
的なよって発症維持されることから、①患者
に正確な情報を提供すること（加えてその教
育を推し進めること）、および②診療という行
為を通して患者の病態や行動に大きく影響を
与える医師や医療者に正確な情報を提供し、
同時に慢性疼痛の教育を推し進めることを推
進する必要がある。①及び②の目標を達成す
るために、研究班の当分科会ではこれまで慢
性疼痛のホームページのプラットホームの一
本化を目指してきているが、さらにコンテン 

 
ツの充実を図る。また、これまで散逸してい
た慢性疼痛に関する用語や研究的取り組みや
現在のエビデンスなどについて多くの臨床家
や研究者自身が学べる場を造り、これまで開
発してきた患者―医療者感の連携ツールの改
良も図る。 
 
Ｂ．研究方法 
1. 慢性痛総合対策の普及・啓発 

 政策研究班のホームページ
（http://www.paincenter.jp/）の
整理➡情報提供プラットホームの
一元化 

 各痛みセンター（研究班分担施設）
の診療（検査、治療）内容・状況の
アップデート 

 用語集の整理と痛みWiki（仮称）の
拡充 

 慢性痛の患者用Q＆Aの作成（NPO
痛み医学研究情報センター相談員
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のデータなどを参考に作成する） 
 厚生労働省のホームページとのリ

ンクやプラットホームの一本化 
2. 患者管理用ツール（Web問診システムア

プリ）のブラッシュアップと地域ネット
ワーク事業への普及促進→LINEアプリ
「いたみん」による患者情報登録および
プッシュ通知システムの構築 

3. 医療者・患者の教育ツール作成と改良 
4. 診断・治療に役立つツールの開発→ 

慢性疼痛分類（ICD11）の日本語化およ
びその使用法の実際をわかりやすく示
すWEBページの構築 

 
（倫理面への配慮） 
本研究については、愛知医科大学倫理委員

会および研究班所属施設の倫理委員会を通し
て行っている。 
 
Ｃ．研究結果 
1. 慢性痛総合対策の普及・啓発 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （ホームページ）：慢性の痛み情報

センターを構築した。 
 各痛みセンター（研究班分担施設）

の診療（検査、治療）尚用・状況を
アップデートした。 

 用語集の整理をおこなった。 
 慢性痛の患者用Q＆Aをアップデー

タした。 
 厚生労働省のホームページとのリ

ンクやプラットホームの一本化を
図る事により、アクセス回数が上が
った。 

 
2. 患者管理用ツール（Web問診システムア

プリ）のブラッシュアップと地域ネット
ワーク事業への普及促進 

 
LINEアプリ「いたみん」（NPO痛み医学
研究情報センターと共同開発）を研究班
のホームページと連結した。これは患者
への情報発信とともに、患者同意の上で
の痛み関連情報の登録なども出来るシ
ステムになっており、これによりより効
率的・適切に患者に情報が発信できるシ
ステムとなっている。これにより現在、
痛みに関する情報を発信出来る体制を
整備した。 
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3. 医療者・患者の教育ツール作成 
2019年 8月17－18日に行われた慢性の痛

み医療者のためのサマーキャンプ（ネットワ
ーク事業主催）に使う目的の教材を作成した。
コンセプトは疼痛医療を行う上で必要な生物
学的および精神心理・社会的なアセスメント
の中でも前者を中心とした習得を可能にする
ものである。 

・ 画像がしっかりと読み切れるように
ならないといけない 

・ X線などで映らない病態について，
MRIあるいはエコーなどで捉えられ
るのか？など知らないといけない。 

・ 血液検査から大きな問題を除外する
ノウハウがないといけない 

・ 理学所見から画像で得られない情報
を見つけていかないといけない 

・ 電気生理学的手法などを用いての評
価が出来なければならない。 

という観点から作成した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
目次 

1) 整形外科的評価 
2) 内科的評価 
3) 運動機能評価 
4) 神経学的評価Ⅰ（QST） 
5) 神経学的評価Ⅱ（神経伝導検査・筋

電図検査） 
 
4. 診断・治療に役立つツールの開発 
 iPad問診（初診）にフォローアップシステ
ムを導入した。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｄ．考察 
慢性疼痛は大変多くの国民が罹患する病態

であるため、古くから多くの職種職域が関与
して対応されており、民間療法的なものも含
めて産業になっている側面も否めない。実際、
広く広報されている情報の中にも医学に基づ
かない根拠の無い情報が飛び交っており、苦
しんでいる患者を益々困らせる結果になって
いる事も多い。したがって、真に国民の健康
に資するという観点から、医学的エビデンス
があり、有用性が高い情報を厚生労働研究班
としてポータルサイトから責任を持って発信
していくことは非常に重要であると考えられ
る。 
今回分科会では慢性の痛みに関与する情報

を国民への広報し、また医療者の教育、診療
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に役立つツールの開発を進めてきた。これに
より、国民（患者）自体が慢性疼痛の理解を
深める事が出来、また同時に慢性疼痛の診療
に立ち向かえる医療者を増やすことが出来て
いくと考えられる。これらの活動を引き続き
進めていくことにより、国民の健康意識や自
己管理能力を上げ、ひいては国民の健康向上
に結びつくと考えられる。 
情報発信の課題は無数の慢性疼痛関連の情

報が飛び交う中で、本当に大切な事象はしば
しば大きくは変わらないはずである一方で、
目新しい情報がどうしてもネット上などで重
要視されて取り上げられる事象が多い事であ
る。常に新たな不適正な情報は発信されてい
る状況の中で、指定研究班としては情報をわ
かりやすく国民に理解してもらうべく、より
具体的あるいは実践的な情報という形でアッ
プデートして配信していく必要があると考え
られる。そのため、今後必要なことは継続的
な発信をどのような体制で進めていくかと言
うことにもつながる、関係団体などと連携を
持ちつつ恒久的なシステムの構築を目指す必
要があると考えられる。 
 
Ｅ．結論 
長引く痛みに対峙するために、厚生労働研

究班では多角的に分析治療できる集学的な痛
みセンターを全国23施設で整備してきた。長
引く痛みは様々な問題を抱えているために、
新たなる分類やそれに基づくアプローチ・治
療介入の試みなどを進めていく必要がある。
研究事業などから得られた情報知見を一箇所
から配信し、医療者だけでなく痛みに苛まさ
れている患者（国民）が見て学んだり困った
ときにその援助的な役割を果たすことができ
るポータルサイトを更に広げていくことで慢
性疼痛に苦しむ国民に資するものにできるよ
うにしていく必要がある。 
 
Ｆ．健康危険情報 
総括研究報告書にまとめて記載 
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宏. 多部位の慢性痛改善に歯科的介入
が重要であった2症例. 第12回日本運
動器疼痛学会一般口演. 2019.11.30. 六
本木アカデミーヒルズ 

7) 井上真輔, 中楚友一朗, 宮川博文, 牧
田潔, 土屋まり, 太田裕子, 若林淑子, 
井上雅之, 新井健一, 牛田享宏. 
Medically unexplained chronic painに
対する集学的ペインマネジメントプロ
グラムの有効性. 第12回日本運動器疼
痛学会一般口演. 2019.11.30. 六本木ア
カデミーヒルズ 

8) 井上真輔, 寺嶋祐貴, 青野修一, 尾張
慶子, 新井健一, 西原真理, 牛田享宏. 
痛みセンターを受診した慢性痛患者
2359名の世代別特徴と疼痛関連因子の
分析. 第12回日本運動器疼痛学会一般
口演. 2019.11.30. 六本木アカデミーヒ
ルズ 

9) 田中創, 西上智彦, 大石浩嗣, 西川和
孝, 松田秀策, 徳永真巳, 吉本隆昌, 
牛田享宏. 変形性膝関節症患者におけ
る膝の自覚的腫脹感と客観的腫脹との
関連性 パイロット研究. 第12回日本
運動器疼痛学会一般口演. 2019.11.30. 
六本木アカデミーヒルズ 

10) 山羽亜実, 藤田貢平, 竹内伸行, 藤田
雄輝, 神谷妙子, 牛田享宏, 西原真理. 
LDAEP及び変化関連反応と心理指標との
関係性. 第49回日本臨床神経生理学会
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学術大会一般演題. 2019.11.28. ザ・セ
レクトン福島 

11) 牛田享宏, 西原真理, 柴田由加, 神谷
妙子, 山羽亜実. 疼痛と神経科学 疼
痛の神経生理学研究. 第49回日本臨床
神経生理学会学術大会シンポジウム. 
2019.11.28. ザ・セレクトン福島 

12) 宮川博文, 牛田享宏, 赤尾真知子, 井
上雅之, 石田朋大, 出家正隆. 膝前十
字靭帯再建術後1年での患者立脚型アウ
トカムと運動, 精神心理機能との関係. 
第30回日本臨床スポーツ医学会学術集
会一般口演. 2019.11.16. パシフィコ横
浜 

13) 平瀬翔, 森田博之, 西村邦宏, 小川徹
也, 野村由佳, 牛田享宏, 高木潤子, 
大竹千生. 篩骨洞の腫瘍による腫瘍性
骨軟化症で短期にQOLが回復した1例. 
日本内分泌学会第29回臨床内分泌代謝
Updateポスター. 2019.11.30. 高知市文
化プラザかるぽーと 

14) 牛田享宏. 慢性疼痛に対するリハビリ
テーション診療の現況と今後の展望 
日本での集学的治療システムにおける
リハビリテーション診療の役割. 第3回
日本リハビリテーション医学会秋季学
術集会シンポジウム. 2019.11.16. 静岡
県コンベンションアーツセンター グラ
ンシップ 

15) 牛田享宏. 学際的な視点からみた頭痛
診療 集学的痛みセンターでみられる頭
痛：運動器および口腔顔面領域からみた
病態と対応. 第47回日本頭痛学会総会
シンポジウム. 2019.11.15. 浦和ロイヤ
ルパインズホテル 

16) 佐藤純, 櫻井博紀, 牛田享宏. 学際的
な視点からみた頭痛診療 天気や環境の
影響を受ける頭痛に対する集学的治療. 
第47回日本頭痛学会総会シンポジウム. 
2019.11.15. 浦和ロイヤルパインズホ
テル 

17) 佐藤純, 櫻井博紀, 戸田真弓, 戸田南
帆, 牛田享宏. 疼痛尺度、精神気分評価
尺度、自律神経ストレス指標に対する微

高気圧暴露の効果. 第 58 回日本生気
象学会大会一般口演. 2019.10.27. 相模
原女子大学 

18) 團隼兵, 泉仁, 羽渕弘子, 羽渕脩躬, 
池内昌彦, 牛田享宏. 変形性関節症の
フレアモデルにおけるマスト細胞制御
の効果. 第34回日本整形外科学会基礎
学術集会一般演題口演. 2019.10.17. パ
シフィコ横浜 

19) 牛田享宏. 慢性疼痛の分類の開発の必
要性とその取り組み. 第34回日本整形
外科学会基礎学術集会スイーツセミナ
ー. 2019.10.17. パシフィコ横浜 

20) 牛田享宏. 痛みのパラダイムシフト～
脳機能から考える～：運動器の障害と脳
機能. 第24回日本口腔顔面痛学会学術
大会メインシンポジウム. 2019.9.28. 
川﨑市産業振興会館 

21) 牛田享宏. 痛み政策の現状と課題. 第
24回日本ペインリハビリテーション学
会学術大会特別講演. 2019.9.22. 名古
屋学院大学名古屋キャンパスしろとり 

22) 寺嶋祐貴, 尾張慶子, 牛田享宏. 腰部
脊柱管狭窄症様症状を呈した婦人科腫
瘍性疾患の経験. 第27回日本腰痛学会
症例報告（一般演題）. 2019.9.14. 神
戸国際会議場 

23) 牛田享宏. 難治性の痛みに対する治療
アプローチ. 第27回日本腰痛学会イブ
ニングセミナー. 2019.9.13. 神戸国際
会議場 

24) 牛田享宏. 神経障害性疼痛の病態と治
療. 第26回日本脊椎・脊髄神経手術手
技学会学術集会Spine Leader's Lecture. 
2019.9.7. 大阪国際会議場 

25) 林和寛, 森島達観, 池本竜則, 宮川博
文, 岡本卓也, 牛田享宏, 出家正隆. 
変形性股関節症患者におけるQOLは痛み
に対する破局的思考と関連する. 第41
回日本疼痛学会一般口演. 2019.7.13. 
名古屋国際会議場 

26) 尾張慶子, 西原真理, 西須大徳, 池本
竜則, 井上真輔, 新井健一, 牧野泉, 
佐藤純, 畠山登, 牛田享宏. 子どもの



- 12 - 
 

痛み 愛知医科大学痛みセンターにおけ
る症例を通じて. 第41回日本疼痛学会
一般口演. 2019.7.13. 名古屋国際会議
場 

27) 井上雅之, 服部貴文, 山口修平, 下和
弘, 牛田享宏, 松原貴子. 定量的感覚
検査による慢性疼痛患者の中枢感作評
価の有用性. 第41回日本疼痛学会一般
口演. 2019.7.13. 名古屋国際会議場 

28) 櫻井博紀, 佐藤純, 青野修一, 新井健
一, 井上真輔, 西原真理, 畠山登, 尾
張慶子, 西須大徳, 牧野泉, 牛田享宏. 
気象関連性疼痛のメカニズムと治療戦
略 気象関連性疼痛を訴える慢性疼痛患
者の特徴と運動療法. 第41回日本疼痛
学会シンポジウム. 2019.7.13. 名古屋
国際会議場 

29) 下和弘, 井上真輔, 牧田潔, 土屋まり, 
太田裕子, 平井裕一, 若林淑子, 宮川
博文, 新井健一, 牛田享宏. 難治性慢
性疼痛に対する短期集中入院型ペイン
マネジメントプログラムの効果. 第41
回日本疼痛学会一般口演. 2019.7.13. 
名古屋国際会議場 

30) 城由起子, 新井健一, 牛田享宏. 腸内
細菌叢組成は痛みの感受性に影響する. 
第41回日本疼痛学会一般口演. 
2019.7.13. 名古屋国際会議場 

31) 尾張慶子, 西須大徳, 城由紀子, 松原
貴子, 西原真理, 牛田享宏. 7年間原因
不明の謎の痛みがRed Flagと判明した
一例. 第41回日本疼痛学会一般口演. 
2019.7.13. 名古屋国際会議場 

32) 西須大徳, 青野修一, 尾張慶子, 牧野
泉, 井上真輔, 新井健一, 佐藤純, 畠
山登, 西原真理, 牛田享宏. 口腔顔面
痛初診患者の多面的評価. 第41回日本
疼痛学会一般口演. 2019.7.13. 名古屋
国際会議場 

33) 青野修一, 牛田享宏. 疼痛医療におけ
るデジタルイノベーション 疼痛診療
とAI. 第 41回日本疼痛学会スポンサー
ドシンポジウム. 2019.7.13. 名古屋国
際会議場 

34) 永井修平, 寺嶋祐貴, 西須大徳, 尾張
慶子, 牛田享宏. 多系統萎縮症患者の
下肢疼痛に対してSCSが効果を示した1
症例. 第41回日本疼痛学会ポスター. 
2019.7.12. 名古屋国際会議場 

35) 尾張慶子, 西須大徳, 城由紀子, 松原
貴子, 牛田享宏. 治療抵抗性頭痛を呈
して来院した思春期女子に対し睡眠改
善で軽快した1症例. 第41回日本疼痛
学会ポスター. 2019.7.12. 名古屋国際
会議場 

36) 田中創, 西上智彦, 牛田享宏, 徳永真
巳, 吉本隆昌. 疼痛発生要因の違いが
中枢性感作症候群に影響するか? 事故
群と非事故群の背部痛の比較. 第41回
日本疼痛学会ポスター. 2019.7.12. 名
古屋国際会議場 

37) 水谷みゆき, 牛田享宏, 大道裕介, 西
原真理, 新井健一, 尾張慶子, 井上真
輔, 佐藤純, 畠山登, 西須大徳, 櫻井
博紀, 井上雅之, 下和弘, 牧野泉. 慢
性痛に対する臨床催眠の適用症例 頸髄
損傷後の中枢性疼痛に対して. 第41回
日本疼痛学会ポスター. 2019.7.12. 名
古屋国際会議場 

38) 羽渕弘子, 泉仁, 團隼兵, 牛田享宏, 
池内昌彦, 羽渕脩躬. MIA誘起OAマウス
への骨髄由来マスト細胞 (BMMC) 移入
による疼痛発症にはトリプターゼの受
容体であるPAR2活性化が関与する第41
回日本疼痛学会ポスター. 2019.7.12. 
名古屋国際会議場 

39) 青野比奈子, 井上真輔, 牛田享宏. 看
護外来を導入し, 医師と看護師の共同
介入で行動変容があった一症例. 第41
回日本疼痛学会ポスター. 2019.7.12. 
名古屋国際会議場 

40) 西須大徳, 尾張慶子, 牛田享宏, 西原
真理. 長期経過の急性自律性感覚性ニ
ューロパチーにおける神経生理学的評
価が有用と考えられた1例. 第41回日
本疼痛学会ポスター. 2019.7.12. 名古
屋国際会議場 

41) 舟久保恵美, 福谷直人, 青山朋樹, 北
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原照代, 永田智久, 宮木幸一, 福井聖, 
牛田享宏. 産業保健スタッフ, 管理職, 
従業員への慢性痛教育プログラム. 第
41回日本疼痛学会ポスター. 2019.7.12. 
名古屋国際会議場團隼兵, 泉仁, 羽渕
弘子, 羽渕脩躬, 牛田享宏, 池内昌彦. 
変形性関節症のフレアモデルにおける
マスト細胞制御の効果. 第41回日本疼
痛学会ポスター. 2019.7.12. 名古屋国
際会議場 

42) 林和寛, 青野修一, 城由起子, 牛田享
宏. バーチャルリアリティを用いたイ
メージ想起が熱痛覚閾値に及ぼす効果. 
第41回日本疼痛学会ポスター. 
2019.7.12. 名古屋国際会議場  

43) 井上真輔, 牛田享宏. 慢性腰痛に対す
る「本音の」治療戦略 慢性腰痛に対す
る新しい治療アプローチ "集学的マネ
ジメントプログラムChronic Pain Camp". 
第 41回日本疼痛学会スポンサードシン
ポジウム. 2019.7.12. 名古屋国際会議
場 

44) 寺嶋祐貴, 城由起子, 青野修一, 尾張
慶子, 新井健一, 井上真輔, 松原貴子, 
西原真理, 牛田享宏. 各世代における
慢性疼痛への影響因子の違い. 第41回
日本疼痛学会一般口演. 2019.7.12. 名
古屋国際会議場 

45) 牛田享宏. 慢性疼痛の克服に向けて. 
第41回日本疼痛学会会長講演. 
2019.7.12. 名古屋国際会議場 

46) 牛田享宏. 慢性疼痛の病態・分類と対応. 
第32回日本疼痛漢方研究会学術集会ラ
ンチョンセミナー. 2019.7.6. ベルサー
ル汐留 

47) 牛田享宏. HPVワクチンの国内外の現状 
身体症状と痛み(脳・体の反応とHPVワ
クチン接種). 第61回日本婦人科腫瘍学
会学術講演会ワークショップ. 2019.7.5. 
朱鷺メッセ 

48) 井上真輔, 牛田享宏, 木村伸也. 難治
性の運動器慢性疼痛に対する集学的入
院リハビリテーションプログラムの臨
床成績. 第56回日本リハビリテーショ

ン医学会学術集会一般口演. 2019.6.16. 
神戸コンベンションセンター 

49) 牛田享宏. 慢性疼痛：集学的アセスメン
トとリハビリテーション治療. 第56回
日本リハビリテーション医学会学術集
会教育講演. 2019.6.13. 神戸コンベン
ションセンター 

50) 田中創, 西上智彦, 牛田享宏, 徳永真
巳, 吉本隆昌. 変形性膝関節症患者に
対する理学療法の効果検証 サブグル
ープ化毎の検証. 第11回日本関節鏡・
膝・スポーツ整形外科学会一般演題. 
2019.6.15. 札幌コンベンションセンタ
ー 

51) 牛田享宏. 女性を悩ます慢性疼痛のミ
ステリー 慢性疼痛のミステリー. 第
68 回全日本鍼灸学会学術大会 愛知大会. 
2019.5.12. 名古屋国際会議場 

52) 池本竜則, 林和寛, 城由紀子, 新井健
一, 牛田享宏, 出家正隆. 痛みの破局
的思考尺度の国際的妥当性の検証とそ
の比較 システマティックレビュー. 
第92回日本整形外科学会学術総会ポス
ター. 2019.5.12. パシフィコ横浜 

53) 井上真輔, 牛田享宏, 新井健一, 下和
弘, 宮川博文, 若林淑子, 牧田潔, 土
屋まり, 太田裕子. 治療に難渋する運
動器慢性疼痛に対する短期入院集学的
ペインマネジメントプログラムの効果. 
第92回日本整形外科学会学術総会一般
演題口演. 2019.5.12. パシフィコ横浜 

54) 青野修一, 牛田享宏. 整形外科学にお
けるAIの応用 慢性疼痛治療における
AI技術の臨床応用(疼痛診療支援AIシス
テムの開発). 第92回日本整形外科学会
学術総会シンポジウム. 2019.5.11. パ
シフィコ横浜 

55) 牛田享宏. 運動器慢性痛の治療：
Up-to-date. 第 92回日本整形外科学会
学術総会ランチョンセミナー. 
2019.5.11. パシフィコ横浜  

56) 中嶋秀明, 内田研造, 田口敏彦, 山下
敏彦, 富永俊克, 田中雅人, 山縣正庸, 
海渡貴司, 牛田享宏. 脊髄障害性疼痛
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症候群の全国実態調査 臨床的特徴と
治療. 第92回日本整形外科学会学術総
会一般演題口演. 2019.5.9. パシフィコ
横浜 

57) 平瀬翔, 野村由佳, 伊藤竜男, 森田博
之, 高木潤子, 岩山秀之, 牛田享宏, 
Narantsatsral Daramjav. 8年間でQOL
が著明に低下した重症骨軟化症の一例. 
第92回日本内分泌学会学術総会ポスタ
ー. 2019.5.10. 仙台国際センター 

58) 中嶋秀明, 内田研造, 田口敏彦, 山下
敏彦, 富永俊克, 田中雅人, 山縣正庸, 
海渡貴司, 牛田享宏. 脊髄障害性疼痛
症候群の臨床的特徴と治療に関する全
国実態調査. 第48回日本脊椎脊髄病学
会学術集会一般口演. 2019.4.19. パシ
フィコ横浜 

59) 井上真輔, 牛田享宏, 新井健一, 下和
弘, 宮川博文, 若林淑子, 牧田潔, 土
屋まり, 太田裕子. 治療に難渋する慢
性腰痛に対する新しい治療アプローチ 
- 集学的慢性痛マネジメントプログラ
ムの臨床成績. 第48回日本脊椎脊髄病
学会学術集会ポスター. 2019.4.18. パ
シフィコ横浜 

60) 鈴木秀典, 青野修一, 今城靖明, 西田
周泰, 舩場真裕, 井上真輔, 田口敏彦, 
牛田享宏, 坂井孝司. 慢性腰下肢痛治
療におけるNumerical Rating Scale 
(NRS) とMinimally Clinically 
Important Difference (MCID) について. 
第48回日本脊椎脊髄病学会学術集会一
般口演. 2019.4.18. パシフィコ横浜 

61) Ushida T. Assessment and Treatment of 
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